
●本説明書は、ハイタイプオイルガードの設置説明書です。その他の製品については、それぞれに添付する設置説明書を

ご覧いただき、正しい設置を行ってください。

●本説明書は紛失や汚れのないように保管し、設置完了後お客様にお渡しください。

●設置をされる前に製品の損傷がないこと、下記部品がそろっていることを確認してください。

支柱L・R

下ブラケット

2個

Oリング

2個

＜OG-G部材
   H800/H850/H900＞

付属ネジ１
2本

付属ネジ２

Ａナベタッピンネジ 4×25

各1本

1枚

＜OG-G H800/H850/H900＞

OG上ブラケットN

Ｌ/Ｒ

各1個

2枚

シート（のり付）

2本
Ａナベタッピンネジ 4×30

付属ネジ３

4本

皿小ネジ M4-D6×10

付属ネジ４

2本

SUS六角穴付き皿ボルト M4×10

付属ネジ５

2本

SUS六角穴付き止めネジ M5×4

L R

（パッキン付）

ガラス

巾：796mm

六角棒スパナ（呼び2.5）　

1本

①整流板・フード内パネルを取りはずした状態で作業してください。

※取りはずしかたはレンジフードの設置説明書をご覧ください。

②図に示した位置に計4カ所の穴をあけてください。 ）

③図のようにレンジフードの内側にOG上板ナットをあてて、左右2カ所の穴(φ4.5)にOG上固定金具Nを
付属ネジ３で固定してください。

※OG上固定金具Nのボスをφ3の穴に合わせながら固定してください。

※この時レンジフードの金属エッジに注意しながら作業してください。

部品の取付けは電気ドライバーを
使用しないでください。付属ネジ４･５を取付ける時に使用します。

③OG上固定金具を固定
②φ3・φ4.5穴あけ加工

（左右各2ケ所）

●図の位置に穴あけ加工してください。

・3のｂ寸法、c:中心そろえの確認でズレがある場合は、穴あけ加工位置を調整してください。

・d部のφ5穴あけ加工はワークトップの厚み分のみに行い、芯材部分は加工しないでください。

・e部のφ5穴あけ加工は加工深さ3～5mmで加工してください。

※ワークトップの種類によって、事前に穴加工されているものもあります。

サイドフードのとき センターフードのとき

①レンジフードの設置方法はレンジフードの設置説明書をご覧ください。

②ワークトップとの位置関係を確認してください。

a：ワークトップとレンジフード下端までの離隔距離：800（850,900）±5mm

b：ワークトップ前下がりとレンジフード前面の位置関係：レンジフード前面が20mmひかえた位置

c：センターフードと調理機器の位置関係は中心そろえであること。

※ｂ･ｃの確認でズレがある場合は、次の工程のワークトップの穴あけ加工で調整を行ってください。

確認は振り下げを使用して、正確に行ってください。
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品名

OG-G部材Ｈ800
OG-G H800

離隔距離

OG-G部材Ｈ850
OG-G H850

OG-G部材Ｈ900
OG-G H900



①穴あけ加工した箇所に変性シリコーン系接着剤（KP用接着剤）を塗布してください。

②Oリングを下ブラケットへ挟み込んで、ワークトップの穴あけ加工位置に置いてください。

③下ブラケットの向きをそろえ、付属ネジ１(又は２)で、固定してください。

・人造大理石のとき：付属ネジ１ ・クォーツストーン人大（事前に穴加工されているもの）のとき：付属ネジ２

④シートを下ブラケットに貼り付けてください。

●ガラスの片側を支柱Rのパッキンへはめ込んでください。

・ガラスのはめ込む部分とパッキンを水で濡らすと、はめ込み易くなります。

・ガラスの向きは、注意シールがキッチン側になるようにしてください。

・オープン側のガラス小口を持って、まっすぐ押し込んでください。

①支柱Ｌの上部にOG上ブラケットNＬを差し込んでください。

②支柱Ｌの下部を下ブラケットに差し込みながら、ガラスの片側にはめ込んでください。

ガラスのはめ込む部分とパッキンを水で濡らすと、はめ込み易くなります。

③はめ込んだ後、支柱Ｌと下ブラケットを付属ネジ４で固定してください。

④OG上ブラケットNLを上へスライドさせて、付属ネジ３でOG上固定金具Nと連結してください。

⑤OG上ブラケットNLと支柱Lを付属ネジ５で固定してください。( 2.-④と同じ方法）

※レンジフードの水平度に注意しながら作業してください。

Oリング

下ブラケット

②Oリングを挟み込む

下ブラケット 凹へ貼り付け

シート
離型紙をはがす

④シートの貼り付け③下ブラケットの取り付け

付属ネジ１･２

下ブラケット

シート

付属ネジ１･２

下ブラケット

Oリング

①ワークトップの加工穴へ接着剤を塗布

下ブラケットのボスを加工穴へ合わせる

左右の下ブラケットの向き・位置を合わせる

①支柱Rの上部にOG上ブラケットNRを差し込んでください。

②支柱Rの下部を下ブラケットに差し込んで、付属ネジ４で固定してください。

③OG上ブラケットNRを上へスライドさせて、付属ネジ３でOG上固定金具Nと連結してください。

④OG上ブラケットNRと支柱Ｒを付属ネジ５で固定してください。

②支柱Rの固定

〒536-8536

TEL 3H-1 （ｾｯﾁｾﾂOGN）

11088450本社 大阪市城東区鴫野東1丁目2番1号

0120-557-910

①支柱R上部にOG上ブラケットNRを差し込む

①支柱L上部にOG上ブラケットNLを差し込む ③支柱Lの固定

付属ネジ４

②支柱Lの取付け

本説明は右側が横壁の場合です。左側が横壁の場合は横壁側の支柱Ｌから設置してください。
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③OG上ブラケットNRをスライドして固定

支柱R

OG上固定金具Ｎ
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付属ネジ３

OG上ブラケットNR

④OG上ブラケットNRと支柱Rを固定
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